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【講義概要】

「親鸞におきては、ただ念仏して弥陀にたすけられまゐらすべしと、よきひ

と（法然聖人）の仰せをかぶりて信ずるほかに別の子細なきなり」

親鸞聖人が唯円房に語られたように、浄土真宗とは、法然聖人の説かれたお念仏

の教えを意味していました。法然聖人を恩師とし、その流れをくむ弟子として、法

然聖人の教えの真実義を示されたのが『顕浄土真実教行証文類』でした。

その意味では、法然聖人のお弟子・弁阿上人の流れをくむ「浄土宗鎮西派」、同

じくお弟子の証空上人の流れをくむ「浄土宗西山派」などと同様に、法然聖人を開

祖とする浄土宗の一派として、「浄土宗本願寺派」「浄土宗大谷派」などと称すべき

教団であったといえます。

ところが、法然聖人を中心とする浄土宗とは距離をおき、別に親鸞聖人を開祖と

して、親鸞聖人のみ教えの独自性を強調しながら、浄土真宗（真宗）諸派として教

団を形成していくこととなります。

この教団の基礎を築いたのが、第三代の覚如上人でした。覚如上人は、親鸞聖人

の面授の弟子（直弟子）の教団とは一線を画し、血脈に属する如信上人を第二代に

すえて、親鸞聖人を開祖とし、廟所を本願寺として寺院化し、開祖・親鸞聖人と本

山・本願寺を中心とした教団を形成されていきます。

しかし、すぐには思い通りに親鸞聖人と本願寺を中心とする教団を組織したり、

今のようなご門主の地位が確立できませんでした。その教学的な裏付けを行ったの

が覚如上人の長子である存覚上人であり、実際に、その教団を拡大し、親鸞聖人の

教学を旗印にかかげ、本願寺を中心とした大教団へと拡大したのが第八代の蓮如上

人でした。

今年度の講義では、上記の浄土真宗の変遷を復習した後、蓮如上人がどのように

親鸞聖人の教義を要約し、それを全国各地の門徒に伝えることができたのかを学び

たいと思います。学びの中心となるのは『御文章』です。その他、『御一代記聞書』

などをまじえながら、蓮如上人がどのように教えを伝えていかれたのかを学びまし

ょう。

【テキスト】

『浄土真宗聖典』（註釈版）本願寺出版社

『浄土真宗聖典全書』第４巻・第５巻（相伝篇上・下）本願寺出版社

【参考文献】

『光をかかげて―蓮如上人とその教え―』 梯實圓先生 本願寺出版社

その他、講義中に随時紹介する。


